
■まい・あみ・アンバサダーの活躍に期待！
10月 4日、『まい・あみ・まつり 2010』で選ば

れた『まい・あみ・アンバサダー』の3人が町長を表
敬訪問しました。
今回、制服のデザインも一新され、10月 5日

から行われる『シーテック・ジャパン』を皮切りに、
平成 23年 8月まで町の観光大使として活躍が期
待されます。
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一般会計歳入総額147億 3685万円
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まちのかけいぼ

広報あみ 11 月号　2

歳入総額	 147 億 3685 万 円	（100.0％）

自主財源	 94 億 9462 万 5千円	（64.5％）

町税	 73 億 7703 万 5千円	（50.1％）

その他の自主財源 21 億 1759 万 円	（14.4％）

繰越金	 7 億 4349 万 2千円	 （5.0％）

繰入金	 3 億 3770 万 2千円	 （2.3％）

諸収入	 6 億 555 万 7千円	 （4.1％）

使用料・手数料	 2 億 1422 万 8千円	 （1.5％）

その他	 2 億 1661 万 1千円	 （1.5％）

依存財源	 52 億 4222 万 5千円	（35.5％）

国庫支出金	 15 億 5987 万 2千円	（10.6％）

町債	 12 億 3200 万 円	 （8.4％）

県支出金	 7 億 1093 万 1千円	 （4.8％）

地方消費税交付金	4 億 1437 万 3千円	 （2.8％）

地方交付税	 8 億 2707 万 円	 （5.6％）

その他の依存財源	4 億 9797 万 9千円	 （3.3％）

地方譲与税	 2 億 1180 万 2千円	 （1.4％）

地方特例交付金	 9994 万 円	 （0.7％）

その他	 1 億 8623 万 7千円	 （1.2％）
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一般会計歳出総額138億 7243万 8千円
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平成 21 年度一般会計の決算額は、歳入総額 147 億 3685 万円、歳出総額 138 億 7243 万 8千円となり、前
年度と比較し、歳入については、12 億 6239 万 9 千円（前年度比 9.4％）の増、歳出については、11 億

4147 万 9千円（同 9.0％）の増となりました。
その結果、歳入歳出差引額（形式収支）は、8億 6441 万 2 千円で、翌年度へ繰り越すべき財源として 1億

4444 万 6 千円を充てると、実質収支額は、7億 1996 万 6 千円となり、前年度と比較し、2億 6674 万円の増
となりました。

各会計を通じた決算総額は、歳入 257 億 1457 万円（一般会計 147 億 3685 万円・特別会計 109 億 7772 万
円）、歳出 241 億 3241 万 5 千円（一般会計 138 億 7243 万 8 千円・特別会計 102 億 5997 万 7 千円）で、

歳入歳出差引額（形式収支）は、平成 20 年度の 15 億 739 万 8 千円に比べ、5.0％増の 15 億 8215 万 6 千円と
なっています。

3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

歳出総額	 138 億 7243 万 8千円	（100.0％）

民生費	 32 億 7269 万 8千円	（23.6％）

総務費	 25 億 491 万 1千円	（18.1％）

土木費	 23 億 14 万 9千円	（16.6％）

教育費	 20 億 4849 万 3千円	（14.8％）

公債費	 15 億 9999 万 6千円	（11.4％）

衛生費	 10 億 2425 万 7千円	 （7.4％）

消防費	 5 億 9384 万 5千円	 （4.3％）

農林水産業費	 2 億 1582 万 3千円	 （1.6％）

商工費	 1 億 7253 万 4千円	 （1.2％）

議会費	 1 億 2908 万 円	 （0.9％）

諸支出金	 1065 万 2千円	 （0.1％）
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●総務費	 ▼行政情報ネットワーク事業 1億 1132 万
円▼住民情報ネットワーク運営事業 1億 5318 万円
▼定額給付金給付事業費 7億 532 万円

●民生費	 ▼国民健康保険特別会計繰出金 3億 7631
万円▼後期高齢者医療特別会計繰出金 3億 3903 万
円▼介護保険特別会計繰出金 3億 50万円▼障害者介
護給付事業 2億 1553 万円▼障害者地域生活支援事
業 5383 万円▼医療給付事業 2億 2674 万円▼児童
手当支給事業 3 億 3211 万円▼保育所運営費 2 億
262 万円▼民間保育所管理運営事業 9288 万円▼保
育所整備事業 1億 3660 万円

●衛生費	 ▼健康診査事業 4022万円▼霞クリ−ンセン
タ−運営費 2億 429 万円▼霞クリ−ンセンタ−維持
管理費 1億 5987万円▼龍ケ崎地方衛生組合負担金 1
億 516 万円▼牛久市・阿見町斎場組合負担金 1 億
4062万円

●農林水産業費	 ▼水田農業構造改革対策事業 2042 万
円▼農業集落排水事業特別会計繰出金 5660 万円

●商工費	 ▼阿見東部工業団地企業誘致事業 5719 万円▼
あみコミュニケーションセンター運営事業 1399 万円

●土木費	 ▼道路橋梁維持補修事業 1億 7078 万円▼
道路新設改良事業 1億 3778 万円▼都市計画道路荒
川沖・寺子線整備事業 8677 万円▼荒川本郷地区都市
計画街路整備事業 1億 5566 万円▼公共下水道事業
特別会計繰出金 6 億 8226 万円▼公園維持管理費
6313 万円▼中郷土地区画整理事業 1億 7199 万円▼
本郷第一土地区画整理事業特別会計繰出金 1億 1034
万円▼阿見吉原土地区画整理事業 2億 358 万円

●教育費	 ▼幼稚園就園奨励事業 6602 万円▼小学校施
設整備事業 1 億 2157 万円▼中学校施設整備事業
6301 万円▼予科練平和記念館整備事業 6億 2271 万
円▼給食センター運営費 2億 2576 万円

平成21年度の主な事業

人口一人当たりの歳入と歳出
平成 21年度総人口 47,744 人（平成 22 年 4月 1日現在・常住人口調査）

過去5年間の推移

歳
出
歳
入

歳
出
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入

歳出総額	 29 万 559 円	（100.0％）

民生費	 6 万 8547 円	（23.6％）
総務費	 5 万 2465 円	（18.1％）
土木費	 4 万 8177 円	（16.6％）
教育費	 4 万 2906 円	（14.8％）
公債費	 3 万 3512 円	（11.4％）
衛生費	 2 万 1453 円	 （7.4％）
消防費	 1 万 2438 円	 （4.3％）
農林水産業費	 4520 円	 （1.6％）
商工費	 3614 円	 （1.2％）
議会費	 2704 円	 （0.9％）
諸支出金	 223 円	 （0.1％）

歳入総額	 30 万 8663 円	（100.0％）

自主財源	 19 万 8865 円	（64.5％）
町税	 15 万 4512 円	（50.1％）
その他の自主財源	 4 万 4353 円	（14.4％）

依存財源	 10 万 9798 円	（35.5％）
国庫支出金	 3 万 2672 円	（10.6％）
町債	 2 万 5804 円	 （8.4％）
県支出金	 1 万 4890 円	 （4.8％）
地方消費税交付金	 8679 円	 （2.8％）
地方交付税	 1 万 7323 円	 （5.6％）
その他の依存財源	 1 万 430 円	 （3.3％）



●国民健康保険特別会計
歳入　50億 6523 万 8千円
歳出　45億 9084 万 2千円

●公共下水道事業特別会計
歳入　21億 7937 万 6千円
歳出　21億 3699 万 4千円

●老人保健特別会計
歳入　　　　4869 万 6千円
歳出　　　　3369 万 6千円

●土地区画整理事業特別会計
歳入　　7億 6373 万 2千円
歳出　　6億 957 万 3千円

●農業集落排水事業特別会計
歳入　　3億 4631 万 円
歳出　　3億 3129 万 7千円

●介護保険特別会計
歳入　19億 9941 万 6千円
歳出　19億 8330 万 6千円

●後期高齢者医療特別会計
歳入　　5億 7495 万 円
歳出　　5億 7426 万 9千円

特別会計決算
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収益的収入および支出
収入　9億 4077 万 7千円
支出　8億 809 万 円

資本的収入および支出
収入　2億 864 万 4千円
支出　3億 7172 万 円

※資本的収入および支出における
収入の不足額は、過年度損益勘定
留保資金等で補填しました

※消費税・地方消費税を含む

公営企業会計決算
（水道事業会計）

平成２1年度決算を家庭の家計簿に例えると…
● 一 般 会 計 決 算 を
1/2000 に縮小し、家庭
の家計簿のようにまとめ
てみました（右図参照）

※収入 737 万円－支出
694 万円＝ 43万円は次年
度へ繰り越します
※貯金残高（一般会計基金）
184 万円・ローン残高（町
債）543万円

収入のうち給料・パート収入・預金解約が自主財源、ローン借入・親からの仕送りが依存財源で、自主財源の
割合が高いほどやりくりがしやすいといえます。町では約 64.5％が自主財源、約 35.5％が依存財源となって
います。
給料・パート収入・親からの仕送りをあわせると 658 万円の収入になるのに対し、支出は生活費 366 万円、
家の増改築や車の購入代 95万円、増加傾向にある医療費・学費などの支払い 58万円やローンの返済 80万円
などで 694 万円がかかります。足りない分をローン借入や預金解約でやりくりしていることになります。現
在町のローン残高は 543 万円ありますが、借入額を返済額が上回っており、ローン残高を少しづつ減らして
います。
車や住宅の購入（町では公園や道路の建設など）のように大きな出費で長期間使用するものなどは、今の使
用者だけでなく後世代の使用者にも平等に費用を負担してもらうため、借入して今後の給料で返済した方が適
当な場合もあります。もちろん、将来の負担を明らかにして事業を行い、子どもたちに大きな負担を残さない
よう生活設計していくことが大切です。
限られた収入を大切にし、サービスを充実させるため、今後も計画的にやりくりをすすめていきます。

▼阿見家の収入 737 万円 ▼阿見家の支出 694 万円

町債・基金の現在高
町債の現在高

区分 21年度末現在高（※）
一般会計 108億 5224 万 5千円
特別会計 115億 2375 万 1千円
公共下水道事業 86億 5771 万 3千円
土地区画整理事業 17億 5030 万 円
農業集落排水事業 11億 1573 万 8千円
公営企業会計（水道事業） 8億 2514 万 8千円
※ 21年度末とは、平成 22年 3月 31日現在です

基金の現在高
基金等の名称 21年度末現在高（※）

財政調整基金 10億 9230 万 円
減債基金 3億 7310 万 円
その他の基金 22億 2287 万 3千円
国民健康保険支払準備基金 1億 3000 万 円
公共下水道整備基金 10万 円
介護給付費準備基金 5799 万 円
農業集落排水事業債減債基金 3388 万 4千円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 1228 万 3千円
土地開発基金（現金） 360万 円



■決算の総括
平成 21年度の各会計歳入総額は 25,714 百万円、歳

出総額は 24,132 百万円であり、歳入歳出差引額は翌年
度繰越額を除き、実質収支 1,410 百万円の黒字となり
ました。基金残高は 3,926 百万円と前年度比 284 百万
円の減少となり、公債残高は 23,201 百万円（水道事業
を含む）と前年度比 738百万円の減少となりました。
町税は世界的経済危機の影響による町内大規模法人

の業績低迷等により、7,377 百万円と前年度比 516
百万円の減少となりました。
地方公共団体の財政の健全化に関する法律による各
指数を分析すると、実質赤字比率および連結実質赤字
比率は赤字額が生じていないため、その場合には比率
がないものとされています。今後も比率が生じないよ
う、適正規模の実質収支の確保等に努める必要があり
ます。実質公債費比率は、前年度より 1.7 改善してい
ます。これまで整備してきた大規模施設の起債償還分
が減少傾向にあるため、公債費充当一般財源等額が減
少しているためであります。今後もこの減少傾向が続
くよう、起債の活用については十分考慮する必要があ
ります。将来負担比率は、退職手当負担見込額、地方
債の現在残高等が減少傾向にあるため将来負担額が減
少しており、充当可能財源としての基金等も一定規模
あるため、比率は 1.0 改善しています。資金不足比率
については、該当する各特別会計である公共下水道事
業特別会計・農業集落排水事業特別会計・土地区画整理
事業特別会計・水道事業会計の各会計とも資金不足がな
いため、比率は生じていません。今後も比率が生じな
いよう、効率的な運営に努める必要があります。

財政力指数（財政力を判断する指標。1を超えるほど
財源に余裕があるとされる）は、単年度で前年度の
1.043 から 0.894 に減少し、3か年平均でも 0.991 に
減少しています。平成 20 年度の不交付団体から平成
21 年度は交付団体（普通交付税）となりました。単年
度の財政力指数が減少した主な要因は、平成 20年度町
民税の法人税割が前年度より大幅に減少し、平成 21年
度の基準財政収入額が減少したためであります。
経常収支比率（財政構造の弾力性を判断する指標。通
常 75％程度が適当とされ、数値が高いほど財政が硬直
化していることになる）は 94.3 と前年度比 3.2 改善し
ました。平成 20年度は町民税の法人税割の減収などに
より、比率が大幅に上昇しましたが、平成 21年度は普
通地方交付税が交付されるなど、経常一般財源総額の
回復により改善が見られます。しかし、下水道繰り出
し基準の見直しにより公共下水道特別会計への経常繰
り出し分が増加し、小幅な改善となっています。
公債費の減少傾向により、実質公債費比率や将来負
担比率が改善しているものの、経常的経費の増加等に
より経常収支比率が上昇傾向にあります。今後の財政
運営については、円高等による輸出関連の大規模法人
の業績にあたえる影響が心配されるほか、企業の業績
低迷による所得環境の低迷が個人町民税に影響するこ
とが予測されるなど、町税等歳入の減少が懸念される
ところであります。そのため、財政構造の弾力性を確
保する上からも、財政健全化への取り組みを一層強化
する必要があると思われます。

まちのかけいぼ

問い合わせ
企画財政課財政係☎888ー1111（223）▼ Eメール：kikakuzaiseika-ofc@town.ami.lg.jp
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健全化判断比率・資金不足比率の状況

健全化判断比率

実質赤字比率ー
【早期健全化基準 13.49％】

地方税・地方交付税等の一般財源をその支出の主な財源と
している一般会計等について、歳出に対する歳入の不足額
（いわゆる赤字額）を、地方公共団体の一般財源の標準的な
規模を表す標準財政規模の額で除したもの。赤字の深刻度
を示す

連結実質赤字比率ー
【早期健全化基準 18.49％】

地方公共団体のすべての会計の赤字額と黒字額を合算し
て、当該団体一法人としての歳出に対する歳入の資金不足
額を、その団体の一般財源の標準的な規模を表す標準財政
規模の額で除したもの。地方公共団体全体としての赤字の
深刻度を示す

実質公債費比率 11.0％（前年度 12.7％）
【早期健全化基準 25.00％】

公債費等の財政負担の程度を客観的に示す指標。公営企
業債に対する繰出金などの公債費に準ずるものを含めた実
質的な公債費に充当された一般財源の額が、標準財政規模
に占める割合。18％を超えると地方債協議制度における
許可団体となり、25％を超えると起債制限団体となる

将来負担比率 28.2％（前年度 29.2％）
【早期健全化基準 350.00％】

地方公共団体の一般会計が将来的に負担することになっ
ている実質的な負債にあたる額（将来負担額）を把握し、こ
の将来負担額から、負債の償還に充てることができる基金
等を控除の上、その団体の標準的な規模を表す標準財政規
模を基本とした額で除したもの。将来財政を圧迫する可能
性が高いかどうかを示す

資金不足比率

公共下水道事業特別会計ー
農業集落排水事業特別会計ー
土地区画整理事業特別会計ー
水道事業会計ー

【経営健全化基準 20.00％】

一般会計等の実質赤字にあたる公営企業会計における資
金不足額について、公営企業の事業規模に対する比率で表
したものであり、公営企業における資金不足の状況を表し
たもの

町財政の現状
町監査委員による決算審査意見書から
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国保年金課国民年金係☎ 888ー1111（136・137）

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

た
は
土
浦
年
金
事
務
所
（
☎

8
2
4
ー

7
1
6
9
）
ま
で

障害基礎年金

歳
に
な
る
日
の
前
日
ま
で
に

該
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
請

求
し
た
と
き

※
障
害
認
定
日
：
原
則
と
し
て

病
気
や
け
が
に
よ
り
、
初
め
て

医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
か

ら
1
年
6
か
月
を
経
過
し
た

日
。
ま
た
は
、
1
年
6
か
月
以

内
に
症
状
が
固
定
し
た
日

●
20
歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合

20
歳
に
達
し
た
と
き
、
❸
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
障
害

基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

本
人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

（
左
表
参
照
）。

■
年
金
額

▼
一
級
障
害
：
99
万
0
1
0
0
円

▼
二
級
障
害
：
79
万
2
1
0
0
円

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
子
（
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
子
、
1
・
2
級
の
障
害
の

あ
る
20
歳
未
満
の
子
）
が
あ
る
と

き
に
は
、
年
金
の
額
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

●
年
金
の
加
算
額

加
算
対
象
の
子
が

ー

▼
2
人
目
ま
で（
1
人
に
つ
き
）：

22
万
7
9
0
0
円

▼
3
人
目
以
降（
1
人
に
つ
き
）：

7
万
5
9
0
0
円

■
年
金
が
受
け
ら
れ
る
要
件

❶
初
診
日
（
病
気
や
け
が
で
初

め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た

日
）
に
お
い
て
国
民
年
金
の

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
あ
っ
た
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
で
、
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と

❷
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
被

保
険
者
期
間
の
う
ち
、
三
分

の
二
以
上
の
保
険
料
を
納
め

た
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
、

若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と

※
特
例
と
し
て
、
平
成
28
年
3

月
31
日
ま
で
に
初
診
日
が
あ

る
場
合
、
初
診
日
が
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の

1
年
間
に
、
保
険
料
の
未
納

期
間
が
な
い
こ
と

※
四
分
の
一
納
付
・
二
分
の
一

納
付
・
四
分
の
三
納
付
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
一
部

納
付
額
を
納
め
な
い
と
未
納

期
間
扱
い
と
な
り
ま
す

❸
障
害
認
定
日
に
、
政
令
で
定

め
ら
れ
て
い
る
障
害
等
級
表

の
1
級
ま
た
は
2
級
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た

は
、
障
害
認
定
日
（
※
）
に

該
当
し
な
か
っ
た
人
が
、
65

国民年金加入中に、病気やけがで障害が残ったときや、
20 歳前の事故や疾病等で障害認定日に政令で定められ
ている障害（国民年金の障害等級の 1・2級）の状態になっ
た場合に障害基礎年金が支給されます。

もしも、病気やけがで障害が残ったら…

みんなでささえ愛…ねんきん

国
金民
年

● 20歳前に障害となった場合の所得制限

※平成 17年 8月から
※上記の金額を超えた場合に、一部停止または全部停止

扶養人数 0人 1人 1人増すごとに

本人所得
一部停止 3,604,000 円 3,984,000 円

380,000 円
本人所得
全部停止 4,621,000 円 5,001,000 円

年金受給者のみなさまへ
■『扶養親族等申告書』は期限までに提出しましょう！
老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として所得税の課税
対象とされています（障害年金・遺族年金は課税されません）。
課税対象となる受給者の人には、毎年11月上旬までに日本年金機
構から扶養親族等申告書が送付されますので、12月 1日の提出期限
までに必ず提出してください。
この申告により、翌年中に受けられる年金にかかる所得税の源泉徴
収額が決まります。もし提出を忘れると各種控除が受けられず、所得
税の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意ください。

平成 23年分『扶養親族等申告書』が送付される人

年齢
65歳未満 年金額が 108 万円以上
65 歳以上 年金額が 158 万円以上

■問い合わせ
土浦年金事務所☎ 824ー7169

土浦年金事務所から



し
込
み
ま
す
。
詳
し
く
は
収
納

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
保
険
税
Q
&
A

今
の
と
こ
ろ
元
気
で
、
医

療
を
受
け
る
必
要
も
な
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
国
保
税
を

納
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

今
元
気
で
も
い
つ
病
気
に

な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

万
一
病
気
に
な
る
と
多
額
の
医
療

費
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
国
保
は
、
そ
の
よ
う
な
と
き

に
心
配
な
く
診
療
を
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。
国
保
税
を
納
め
る
こ

と
は
国
保
被
保
険
者
の
義
務
と
考

え
て
く
だ
さ
い
。

経
済
的
に
困
難
で
国
保
税

を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

納
付
方
法
に
つ
い
て
ご
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
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国保税納め忘れは
ありませんか？

滞納すると、みんながあなたが困ります

みんなでささえ愛…こくほ

日
本
で
は
、
突
然
の
病
気
や

け
が
に
備
え
て
、
す
べ
て

の
人
が
国
保
や
職
場
の
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
（
長

寿
医
療
制
度
）
な
ど
の
医
療
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
保
税
は
、
国

の
補
助
金
な
ど
と
と
も
に
国
保

制
度
を
支
え
る
大
き
な
柱
で
す
。

国
保
税
を
納
め
な
い
人
が
増
え

る
と
、
医
療
費
の
支
払
い
が
で
き

な
く
な
り
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
、
困
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
預
金
口
座
の
あ
る
銀
行
・
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
・
信
用
金
庫
・
J
A

ー

な
ど
か
ら
の
自
動
振
替
の
た

め
、
納
付
の
手
間
が
省
け
ま
す

▼
一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
中
止

し
な
い
限
り
翌
年
度
分
も
自
動

的
に
継
続
さ
れ
ま
す

▼
預
金
通
帳
・
口
座
の
届
出
印
・
国

保
税
の
納
付
書

ー
を
金
融
機

関
ま
た
は
役
場
1
階
収
納
課
窓

口
に
持
参
し
、
口
座
振
替
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

特
定
健
診
は
受
け
ま
し
た
か
？

町
と
契
約
し
て
い
る
医
療
機

関
で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
国
保
年
金
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A Q

QA

国保
お問い合わせは…
国保年金課国保係
☎ 888 ー 1111（131・
132・133）

国保税　納めて安心　わが家の健康

納付方法についてご相談に応じ
ています。

ご協力ありがとうございます。
引き続き納期限内納付をお願い
します。
納め忘れの予防に便利な口座
振替をご利用ください（口座振
替依頼書に必要事項を記入して
申し込みます。詳しくは収納課
に問い合わせください）。

■下記のような措置がとられます

➡
はい

➡
はい

➡
はい

➡
相談

➡いいえ

➡いいえ

➡いいえ

納期限から 1 年たって
も滞納している

納期限から 1 年 6 か月
たっても滞納している

相談

相談

国保税を納期ま
でに納めていま
すか？

督促状が届いた
とき、すぐに納
めましたか？

何か特別な事情
があって納め
られないのです
か？

有効期限の短い
『短期被保険者
証』が交付され
ます。

国保から保険証の返還を求める通知が届き
ます。保険証を国保に返還し、代わりに『被
保険者資格証明書』の交付を受けます。この
場合、医療費は全額自己負担することとなり、
後で国保から、国保が基準とする医療費の
70％の払い戻しを受けるようになります。

国保の給付の一部または全部が差し止めら
れます。それでもなお納めない場合には、差
し止められた保険給付額から滞納分が差し引
かれます。
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みんなでささえ愛…こくほ

ジェネリック医薬品とは、先発医薬品の特許が切れた後に、先発医薬品と成分や規格等が同一であるとし
て承認される後発医薬品のことです。近年の高齢化の進行や医療の高度化により、年々医療費が増加し

ている現状に対応するための対策の一つとして、町国保では『ジェネリック医薬品』に注目しています。

先発医薬品は、成分の開発、有効性や安全性の確認などのため長い開発期間と膨大な開発費がかかります。
これに対し、ジェネリック医薬品はすでに臨床で使われて有効性や安全性が確認された薬を製造するため、コ
ストが少なくてすみ、先発医薬品と比較して価格が約２割～７割安くなります。

ジェネリック医薬品はなぜ価格が安いのですか？

ジェネリック医薬品の普及は、自己負担額の軽減、医療保険財政の改善に資するものと考えられますが、現
在のところ、日本ではジェネリック医薬品のシェアが 16.9％( 平成 18年度 )であり、欧米諸国と比較して普
及が進んでいません。そのため国では『平成 24年度までに、ジェネリック医薬品の数量シェアを 30％（現状
より倍増）以上にする』という目標を掲げ、ジェネリック医薬品の使用促進策に取り組んでいます。

国の対策は ?

国保税　納めて安心　わが家の健康

町国保では『ジェネリック医薬品お願いカー
ド』を作成しています。受診の際『ジェネリック
医薬品』での処方を言葉でお願いしにくいよう
な時、このお願いカードを医師または薬剤師に
提示してください。ただし、ジェネリック医薬
品を処方することができない場合などもありま
すので、医師や薬剤師の指示に従ってください。

「ジェネリック医薬品を処方してください」と言いにくいときは？

▲▶ジェネリック医薬品お願いカード

一概にいくら安くなるとは言えませんが、代表的な生活習慣病の薬代を比較すると次のようになります。生
活習慣病や慢性疾患で長期間薬を飲んでいる人ほど、自己負担の軽減につながります。

ジェネリック医薬品を使うと自己負担はどのくらい安くなるの？

ジェネリック医薬品　ジェネリック医薬品を
ご存じですか？

▼例：それぞれ代表的な薬1種類を1年間服用したと仮定（平成22年3月改正の薬価基準により計算）
※薬代のみ。技術料などは含まない。3割負担の場合

※医薬品の価格が下がっても自己負担額が先発医薬品使用時と変わらないか、上がる場合もあります（自己負
担額には医薬品の価格のほかに技術料などが含まれるため）

糖尿病

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
10,118 円軽減

19,710 円

9,592 円

高血圧

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
3,734 円軽減

7,741 円

4,007 円

高脂血症

先発医薬品 ジェネリック
医薬品

年間で、
9,493 円軽減12,285 円

2,792 円



申込・問い合わせ　児童福祉課☎ 888−1111（167・168）

Hokago 
Jido Club
Hoikusho
Hoikuen
Jido Club

放課後児童クラブ入会案内

おともだちがいっぱい！

■
対
象

保
護
者
お
よ
び
65
歳
未
満
の
同
居

の
家
族
の
い
ず
れ
も
が
次
の
よ
う
な

常
態
に
あ
り
、
児
童
を
保
育
す
る
人

が
い
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

❶
日
中
、
居
宅
外
で
労
働
し
て

い
る
❷
日
中
、
居
宅
内
で
児
童

と
離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の

労
働
を
し
て
い
る
❸
日
中
、
同

居
の
親
族
を
長
期
に
わ
た
っ
て

常
時
介
護
し
て
い
る
❹
日
中
、

震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災

害
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
❺
日

中
、
就
学
・
技
術
取
得
を
し
て
い

る
❻
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間

も
な
い
❼
病
気
・
負
傷
・
心
身
に

障
害
が
あ
る

※
▼
小
学
校
の
入
学
準
備
▼
集
団
保

育
の
経
験
や
幼
児
教
育
の
場
と
し

て
の
利
用
▼
ほ
か
の
児
童
の
保
育

に
手
が
か
か
る

ー
な
ど
の
理
由

だ
け
で
は
、
入
所
で
き
ま
せ
ん

■
申
し
込
み
受
付

●
日
時
：
12
月
3
日
（
金
）・
4
日

（
土
）
両
日
と
も
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
書
類
不
足
の
場
合
は
受
理
で
き
ま

せ
ん

●
場
所
：
役
場
3
階
3
0
5
会
議

室
■
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類

●
保
育
所
入
所
申
込
書

●
家
庭
状
況
調
書

●
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
が

分
か
る
書
類　

※
同
居
し
て
い
る

両
親
・
祖
父
母
（
65
歳
未
満
）
等
の

書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
▼
常
勤
・

パ
ー
ト
＝
勤
務
証
明
書
▼
内
職
＝

内
職
証
明
書
▼
農
業
＝
農
業
状
況

申
立
書
（
地
区
の
民
生
委
員
の
証

明
が
必
要
）
▼
自
営
業
＝
自
営
状

況
申
立
書
（
地
区
の
民
生
委
員
の

証
明
が
必
要
）▼
出
産
＝
申
立
書
・

母
子
手
帳
の
写
し
▼
病
気
・
障
害

＝
申
立
書
・
診
断
書
ま
た
は
障
害

者
手
帳
の
写
し
▼
病
人
等
の
介
護

＝
申
立
書
・
診
断
書
▼
就
学
＝
在

学
証
明
書
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

●
通
所
経
路
の
略
図

※
申
し
込
み
時
の
必
要
書
類
は
、
役

場
1
階
児
童
福
祉
課
お
よ
び
町
保

育
所
・
私
立
保
育
園
に
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
（
11
月
か
ら
配
布
）。
児
童

福
祉
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記

参
照
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

■
後
日
提
出
す
る
必
要
書
類

●
平
成
22
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し

ま
た
は
確
定
申
告
書
の
控
え

※
平
成
22
年
に
所
得
税
非
課
税
世
帯

で
、
平
成
22
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
平

成
22
年
度
（
平
成
21
年
分
）
市
町

村
民
税
課
税
証
明
書
も
必
要
で
す

■
選
考
方
法

後
日
、書
類
審
査
・
面
接
等
を
実
施
。

■
保
育
料

保
育
料
は
、
保
護
者
（
両
親
）
等

の
前
年
の
所
得
税
額
の
合
計
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

※
平
成
23
年
度
保
育
料
徴
収
基
準
に

よ
る
月
額
の
保
育
料
は
、
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す

※
そ
の
ほ
か
必
要
経
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、
各
町
保
育
所
・
私
立
保
育

園
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
バ
ス
送
迎
の
対
象

●
中
郷
保
育
所
：
実
穀
・
吉
原
小
学
校

区
の
3
歳
以
上
の
児
童

●
南
平
台
保
育
所
：
君
原
・
舟
島
小
学

校
区
の
3
歳
以
上
の
児
童

■
町
外
の
保
育
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合

阿
見
町
以
外
の
市
町
村
保
育
所

（
園
）
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

11
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
児
童

福
祉
課
へ
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
随

時
受
付
）

保
護
者
の
傷
病
・
災
害
・
事
故
・
冠

婚
葬
祭
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
私
的

理
由

ー
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
状

況
が
生
じ
た
場
合
、
保
育
所
で
一
時

的
に
保
育
し
ま
す
。

●
対
象
：
1
歳
以
上
の
児
童

※
町
保
育
所
・
私
立
保
育
園
の
定
員

の
空
き
状
況
に
よ
り
受
け
入
れ
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

10

◇町保育所・私立保育園の見学を
希望する人は、電話で各保育
所・保育園に申し込みください

●問い合わせ　児童福祉課☎
888ー1111▼ホームページ：
http://www.town.ami.ibaraki.
jp/kakuka/minsei-bu/jido	
fukushika/jidofukushika.htm

平成23年4月1日からの町保育所・私立保育園入所希望者の申し込みを下記
のとおり受け付けます。期間内に申し込まれた人について入所選考を行い、必
要性の高い順に入所となります。また、現在入所申し込み中で、入所待ちとなっ
ている人も、再度今回の申し込みが必要になりますのでご注意ください。

平成23年4月1日からの町保育所・私立保育園入所希望者の申し込みを下記
のとおり受け付けます。期間内に申し込まれた人について入所選考を行い、必
要性の高い順に入所となります。また、現在入所申し込み中で、入所待ちとなっ
ている人も、再度今回の申し込みが必要になりますのでご注意ください。

平成23 年度

■平成 23年度入所可能児童数（9月末現在見込み）
保育所 0歳 1～ 2歳 3～ 5歳 所在地 電話番号
中　郷 6 24 5 阿見 4002ー5 887－3331
南平台 10 6 3 南平台 1ー31ー6 840ー2081
二　区 11 10 5 うずら野 1ー29ー11 841ー2301
学校区 ー 14 5 中央 1ー3ー2 887ー2919
あゆみ
（私立） 6 8 2 阿見 4958ー5 888ー3681

阿見ひかり
（私立） 10 8 14 曙 247ー1 879ー5155

※年齢ごとに入所基準審査で入所を決定



くらぶかいいん　ぼしゅう

申込・問い合わせ　児童福祉課☎ 888−1111（167・168）11

※『養護学校生等放課後児童クラブ』および『母親クラブ』の入会案内は『広報あみお知らせ版』平成 23年 1月号（平
成 23年 1月 14日発送）でお知らせします

Hokago 
Jido Club
Hoikusho
Hoikuen
Jido Club

放課後児童クラブ入会案内

■共通事項
▶費用	 保護者負担月額 4,000 円
▶休会日	 土・日曜日（第 2土曜日を除く）、祝日、12月
29日～ 1月 3日、天候等で臨時休校となった日
▶期間	 平成 23年 4月 1日〜平成 24年 3月 31日
▶対象	 昼間保護者が家庭にいない小学校1〜3年生（留
守家庭児童）　※祖父母が同居の場合は祖父母の勤務証明
等も必要（平成23年4月1日現在65歳以上の人は不要）

■申し込み
▶受付日時	 ❶新規：12 月 3 日（金）・4 日（土）午前 9 時〜
午後 5時（兄弟で継続の児童がいる場合も新規の日時・
場所で申し込む）❷継続：12 月 6 日（月）〜 10 日（金）午

後 1時 30 分〜 6時
▶受付場所	 ❶役場 3階 301 会議室　❷各児童館・放課
後児童クラブ
▶申込方法	 入会申込書・勤務証明書等・町税等預金口座
振替依頼書に必要事項を記入し申し込む。用紙は役場
1階児童福祉課・各児童館・各児童クラブにあります
▶その他	 ▼長期休み（夏・冬・春休み）のみ利用する場合
も受付期間中にお申し込みください▼定員を超えた場
合、書類審査（低学年順・家庭状況等）を実施します▼
入会の可否を 2月上旬ごろ郵送等で通知します▼途中
入退会の場合も保護者負担金の日割り計算は行いませ
ん▼申し込み時に放課後児童クラブ保護者負担金に未
納がある人は受付できません

町では、昼間保護者のいない小学校1
〜3年生（留守家庭児童）を対象に放課
後児童クラブを開設しています。

平成23 年度

▶場所	 学校区児童館
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

阿見小学校区放課後児童クラブ／定員70人

▶場所	 阿見第一小学校敷地内専用施設
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※通年通して小学校 6年生まで受け付けます

阿見第一小学校区放課後児童クラブ／定員120人

▶場所	 阿見第二小学校
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※通年通して小学校 6年生まで受け付けます

阿見第二小学校区放課後児童クラブ／定員35人

▶場所	 舟島ふれあいセンター
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

舟島小学校区放課後児童クラブ／定員40人

▶場所	 二区児童館
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※夏休み期間中のみ小学校 6年生まで受け付けます

本郷小学校区放課後児童クラブ／定員50人

▶場所	 君原小学校
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※通年通して小学校 6年生まで受け付けます

君原小学校区放課後児童クラブ／定員30人

▶場所	 実穀小学校
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※通年通して小学校 6年生まで受け付けます

実穀小学校区放課後児童クラブ／定員35人

▶場所	 吉原小学校
▶時間	 月〜金曜日：下校時（午後1時30分）〜6時30分
※休校日にクラブを実施する日（夏・冬・春休み、第2土曜日、
創立記念日、振替休日等）は午前8時〜午後6時30分

※通年通して小学校 6年生まで受け付けます

吉原小学校区放課後児童クラブ／定員25人
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❶

申
請

❷

要介護認定

主
治
医
の
意
見
書

認
定
調
査

審
査
会
の
判
定

❸

認
定
結
果
通
知

❹

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
へ
の
依
頼

❺

介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
作
成

❻

サ
ー
ビ
ス
の
開
始

❶
申
請

社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
、
要
支

援
・
要
介
護
認
定
の
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
本
人
や
家
族
以
外

で
も
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
に

申
請
を
代
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
ど
な
た
で
も

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

40
〜
64
歳
の
人
は
、
16
種
類
の
特

定
疾
病
に
該
当
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
介
護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
認

定
申
請
書
：
社
会
福
祉
課
の
窓

口
に
あ
り
ま
す

▼
介
護
保
険
被
保
険
者
証
：
65

歳
以
上
の
人

▼
健
康
保
険
被
保
険
者
証
：
40

〜
64
歳
の
人

※
申
請
書
に
は
本
人
の
氏
名
や
生

年
月
日
な
ど
の
ほ
か
に
、
意
見

書
を
依
頼
す
る
主
治
医
（
か
か

り
つ
け
医
）
の
氏
名
、
医
療
機

関
名
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
。
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い

❷
要
介
護
認
定

●
主
治
医
の
意
見
書
：
町
が
申
請

書
に
記
入
し
て
あ
る
主
治
医

（
か
か
り
つ
け
医
）
に
依
頼
し
、

心
身
の
状
態
や
生
活
機
能
に
つ

い
て
、
意
見
書
を
書
い
て
も
ら

い
ま
す

●
認
定
調
査
：
町
の
担
当
者
が
自

宅
を
訪
問
し
、
心
身
や
生
活
状

況
に
つ
い
て
、
74
項
目
の
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
に
は
本
人

の
ほ
か
家
族
に
も
立
ち
会
い
を

介
護

保
険

社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）

みんなでささえ愛…かいごほけん

介護保険のサービス
を利用するには？

ご利用ください！　介護保険

日
常
生
活
に
不
自
由
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
い
と
き
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？　

今
回
は
、利
用
ま
で
の
手
順
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

お
願
い
し
て
い
ま
す

※
調
査
の
主
な
内
容
は
、
▼
ベ
ッ

ド
や
布
団
か
ら
の
起
き
上
が
り

が
で
き
ま
す
か
？　

▼
薬
の
内

服
が
1
人
で
で
き
ま
す
か
？

ー
な
ど

●
審
査
会
の
判
定
：
訪
問
調
査
の

結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を
も

と
に
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の

専
門
家
に
よ
る
『
介
護
認
定
審

査
会
』
に
お
い
て
、
介
護
の
手

間
の
か
か
り
具
合
や
、
状
態
の

維
持
・
改
善
の
可
能
性
に
つ
い

て
審
査
を
行
い
、
7
段
階
の
要

介
護
状
態
区
分
（
要
支
援
1
・

2
、
要
介
護
1
〜
5
）、
ま
た

は
非
該
当
の
い
ず
れ
か
に
判
定

し
ま
す

❸
認
定
結
果
通
知

認
定
結
果
を
郵
送
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
原
則
と
し
て
、
申
請
日

か
ら
30
日
以
内
に
認
定
結
果
通
知

が
届
き
ま
す
。

❹
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
へ
の
依
頼

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
在
宅

で
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
計
画（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

要
支
援
1
・
2
の
人
は
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
要
介
護
1

〜
5
の
人
は
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
に
連
絡
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ほ

か
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
一

覧
は
社
会
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す

❺
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
作
成

『
ど
の
よ
う
な
目
的
で
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す

る
か
』
と
い
う
計
画
で
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
ま
た
は
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
、
本

人
や
家
族
と
の
面
接
・
課
題
分

析
・
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

ー

な
ど
を
行
い
な
が
ら
作
成
し
ま

す
。
作
成
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
は
、
本

人
の
同
意
を
得
て
決
定
さ
れ
ま

す
。
作
成
に
つ
い
て
の
利
用
者

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❻
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
は
、
❺
で
作
成
し
た

計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1
割
は
利

用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

利
用
ま
で
の
手
順
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今年5月10日、老人クラブ連合会総会にて、会の名称が
『老人クラブ』から『シルバークラブ』に変更となりました。

シルバークラブ

平
成
22
年
４
月
1
日
現
在
で
町

の
65
歳
以
上
人
口
は
9
6
1
6
人

（
総
人
口
4
6
7
6
2
人
）
で
あ

り
、
高
齢
化
率
は
20
・
6
％
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
地
域

に
お
け
る
高
齢
者
の
健
康
増
進
お

よ
び
介
護
予
防
、
社
会
参
加
の
促

進
と
地
域
福
祉
の
向
上
、
生
き
が

い
づ
く
り
等
を
目
的
と
し
て
活
動

す
る
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
設
立
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町

で
は
66
あ
る
行
政
区
の
う
ち
、
31

ク
ラ
ブ
が
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
加
入
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。単

位
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
活
動
の

特
定
事
業
（
社
会
奉
仕
、
健
康
増

進
、
教
養
活
動
）
に
対
し
て
は
、

町
か
ら
会
員
数
に
応
じ
て
補
助
金

（
年
額
3
万
円
～
6
万
円
）
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
の
設
立
方
法
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
演
芸
大
会
の
参
加

方
法
等
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は

下
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
担
当
者
が
地
域
ま
で
お
う

か
が
い
し
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

8
月
28
日
に
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
約
3
0
0
人
の
入
場
者

を
迎
え
演
芸
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。出
演
者
は
カ
ラ
オ
ケ
23
人
、

舞
踊
12
組
、
そ
の
他
3
組
で
、
計

38
組
延
べ
74
人
が
大
観
衆
の
前
で

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
思
う
存
分

に
発
揮
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
芸

が
終
わ
る
た
び
に
観
客
か
ら
の
あ

た
た
か
い
拍
手
喝
さ
い
を
受
け
ま

し
た
。
演
目
も
色
々
あ
り
、
毎
回

出
場
者
の
技
術
が
向
上
し
て
、
開

演
か
ら
終
了
ま
で
常
時
満
席
と
な

り
、
と
て
も
人
気
の
高
い
行
事
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会
』（
11
月
10
日
開
催
）
へ
の
町

代
表
選
手
が
下
記
の
通
り
選
出
さ

れ
ま
し
た
。『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
大
会
』は
、
高
齢
者
の
競

技
者（
60
歳
以
上
）
か
ら
参
加
を
募

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
づ

く
り
や
仲
間
づ
く
り
を
進
め
、
高

齢
者
の
積
極
的
な
活
動
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
代
表
選
手
の
皆
さ
ま

の
ご
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

シルバークラブの活動と設立を支援しています

ー
ム
（
石
神
五
郎
、
柳
生
実
、

鈴
木
穆
、
柳
生
よ
し
い
）

▼
ク
ロ
ッ
ケ
ー　

一
区
南
福
寿
会

チ
ー
ム
（
若
林
定
雄
、
若
林
勝

行
、
川
村
稔
子
、
古
市
江
美
子
、

佐
藤
信
夫
）

▼
ペ
タ
ン
ク　

西
郷
区
老
人
会
チ

ー
ム
（
宮
本
茂
、
宗
田
成
子
、

浅
見
光
子
、
宗
田
典
雄
）

●
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会（
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
内
）
☎

8
8
7
―

3
9
6
9

●
社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
☎

8
8
8
―

1
1
1
1（
1
6
2
）

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
を
設
立

し
ま
せ
ん
か
？

『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ

ー
ツ
大
会
』
町
代
表
選
手

第
50
回
ま
ほ
ろ
ば
演
芸
大
会

●
町
代
表
選
手
（
敬
称
略
）

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

今
村
勲

（
中
央
東
友
愛
会
）、
大
室
正
子

（
一
般
）、
山
田
せ
つ
（
一
区
南

福
寿
会
）、
中
村
ス
エ
子
（
中

央
東
友
愛
会
）、
藤
原
茂
（
一

般
）、
大
室
雅
彦
（
一
般
）

▼
輪
投
げ　

掛
馬
た
ち
ば
な
会
チ

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ

福祉センター『まほろば』から
●福祉センター内が飲酒禁止となります
10 月 1日から、福祉センター『まほろば』内
の飲酒は、団体・個人にかかわらず禁止とさせ
ていただきます。例外として、団体として使用
し責任者が明確で使用目的が妥当である場合に
限り、限定して認めさせていただきます。
福祉センターの利用者が増加し、福祉センタ
ー内の禁酒を求める声が多くなっています。ま
た、利用者の皆さまには公共の場でのエチケッ
ト・マナー等の順守徹底する注意喚起を行って
きましたが、一部で守れない人が見受けられま
す。さらに、警察からも飲酒運転などの悲惨な
交通事故にもつながる恐れもあり、飲酒の禁止
を求められています。上記のようなことを考慮
させていただき、10 月 1 日から福祉センター
内は飲酒を禁止とさせていただきますので、よ
ろしくお願いいたします。
▶問い合わせ	 福祉センターまほろば☎ 887―
3969



平成 23年 2月 1日運行開始

新たな公共交通

広報あみ 11 月号　14

阿見町デマンドタクシー（仮称）

まちのこうきょうこうつう

企画財政課☎888ー1111（221・222）

町では新たな公共交通として平成 23年 2月 1日から『阿見町デマンドタクシー（仮称）』の実証運行（※）

を開始します。この『デマンドタクシー』は、交通手段に不便をきたしている人に、自宅や指定の場所から目

的地（戸口から戸口）まで、乗り合いにより送迎を行うものです。

利用者は事前に『デマンドタクシー』への利用登録が必要です
※利用登録・利用方法などの詳細は、後日専用チラシによりお知らせします

運行日時は月曜日～金曜日の午前 8時～午後 5時です
※『デマンドタクシー』は、通常のタクシーとは異なり複数の人の乗り合わせでの利用となりますので、目
的地への到着時間には十分に余裕をもってご利用いただくようになります

※土・日・祝日、12月 29日～ 1月 3日は運休

運行日時

利用登録（12月上旬登録開始予定）

利用料金（1回利用ごと）

▼大人（中学生以上）：400 円
▼小児（小学生）：200 円
▼幼児（3歳以上 7歳未満の未就学児）：保護者 1人につき 2人まで無料（3人目からは小児運賃）
▼乳児（3歳未満）：無料
▼障害者手帳などをお持ちの人：200 円（付き添う人は 1人まで 200円）
※乳幼児には必ず保護者同伴のこと
※詳細は、後日専用チラシによりお知らせします

～運行する区域は町内全域です～

事前に電話などで予約していただく
と、乗り合いタクシーが複数の人を乗降
場所の戸口から、それぞれの目的地の戸
口まで送迎するものです。利用される人
は事前登録と、利用する前に電話予約が
必要になります。

デマンド
タクシー
とは？

※デマンド【demand】：需要。要求。などの意

乗り合い

▲『デマンドタクシー』のイメージ
※写真は一部加工してあります

これにともない現在運行している『福祉巡回バス』は、平成 23年 3月 31日をもって終了となりますので、

その後はより利便性の高いデマンドタクシーをご利用ください。

※実証運行とは…利用状況や、利用に対する車両の台数、また

は運行の時間帯などを検証し本格運行に移行するための検討を

行うものです
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まちのこうきょうこうつう

●応募方法　　　　愛称・愛称の簡単な説明・住所・氏名（ふりがな）・性別・年齢・職業（学校名・学年）・電話番号

ーを記入のうえ、官製はがき・FAXまたは Eメールで応募ください。

●応募期限　　　　11 月 12日 (金 ) 必着

●審　　査　　　　選考委員により一点を採用します。採用させていただいた「愛称」を応募された人には粗

品を進呈いたします。（採用した愛称に複数応募があった場合は、抽選でお一人に進呈さ

せていただきます。）

●発　　表　　　　採用者本人に通知するとともに、「広報あみ」で発表します。

●作品の取り扱い　採用作品の著作権、そのほか一切の権利は阿見町に帰属します。採用作品は運行する車両

に標記するほか、広告媒体などで広く利用・普及します。

●応募・問合せ先　〒 300-0392　阿見町中央 1-1-1　阿見町地域公共交通活性化協議会事務局（役場企画財

政課内）☎ 888-1111（222）　▼ＦＡＸ 887-9560　▼ Eメール：kikakuzaiseika-ofc@

town.ami.lg.jp

新たな公共交通システム『デマンドタクシー』が、町民の生活の足として子どもからお年寄りまで幅広く親

しまれるように愛称を募集します。多くの応募をお待ちしております。

デマンドタクシー利用のイメージ

『阿見町デマンドタクシー』の愛称を募集します

■出かけるとき

❶利用者
（電話で予約）

❷予約センター
（予約受付）

❸利用者宅へ ❹目的地へ
（病院・商店等へ）

▼ご利用には事前登録
が必要です

▼スタッフが電話で応
対します

▼予定時刻は多少前後
することがあります

今日の午前 10
時の便で自宅か
ら○○病院まで
お願いします

○○のおばあち
ゃんですね。今
日の午前 10時
の便の予約を受
け付けました。
ご自宅で待って
いてください

▼
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
連
絡

▼
車
両
に
指
示

▼
自
宅
か
ら
目
的
地
に

➡ ➡ ➡

❸病院・商店等から ❹利用者宅へ❷予約センター
（予約受付）

▼予定時刻は多少前後
することがあります

今日の午後3時
の便で○○病院
から自宅までお
願いします

❶利用者
（病院・商店等か
ら電話で予約）

○○のおばあち
ゃんですね。今
日の午後 3時
の便の予約を受
け付けました。
○○病院で待っ
ていてください

▼スタッフが電話で応
対します

■帰るとき

▼
車
両
に
指
示

➡ ➡➡

▼
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
連
絡

▼
病
院
・
商
店
等
か
ら
自
宅
に
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12
月
12
日
（
日
）
は
、
茨
城
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

12
月
12
日
（
日
）
は
、
茨
城
県
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

■
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き

る
人

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
阿
見
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人

▼
阿
見
町
に
住
所
を
有
す
る
年
齢

満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
（
平

成
2
年
12
月
13
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）

▼
登
録
の
基
準
日
（
12
月
2
日
）

ま
で
引
き
続
き
3
か
月
以
上
阿

見
町
に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
（
平
成

22
年
9
月
2
日
ま
で
に
転
入
手

続
き
を
し
た
人
）

■
投
票
の
方
法

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
1
人

書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
に
投
票
所
で
投
票

▼
時
間
：
午
前
7
時
〜
午
後
8

時
▼
場
所
：
町
内
17
投
票
所（
入

場
券
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
）▼
持
参
す
る
も
の
：
投
票
所

入
場
券（
入
場
券
が
な
く
て
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
）

●
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
宣
誓
書
へ
の
署
名

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

▼
期
間
：
12
月
4
日
（
土
）
〜
11

日
（
土
）　

※
告
示
日
当
日
（
12

月
3
日
）
は
、
投
票
が
で
き
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
時

間
：
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8

時
▼
場
所
：
役
場
1
階
ロ
ビ
ー

▼
持
参
す
る
も
の
：
投
票
所
入

場
券
（
入
場
券
が
な
く
て
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
）

●
他
市
町
村
で
不
在
者
投
票

出
張
な
ど
で
投
票
日
当
日
の
投

票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い

人
は
、
阿
見
町
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
等
を
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
、
滞
在
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
指
定
す
る
場
所
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
や
投
票
後
の

手
続
き
に
、
郵
送
の
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
請

求
・
投
票
し
て
く
だ
さ
い

■
県
内
に
転
出
し
た
と
き
は

投
票
日
ま
で
に
県
内
の
他
市
町

村
に
転
出
（
1
回
に
限
る
）
し
た

人
で
、
阿
見
町
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
次
の
方

法
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
投
票
の
際
に
は
転
出

先
の
市
町
村
長
が
交
付
す
る
『
居

住
証
明
書
』
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
県
外
転
出
者
や
県
内
転
出
者

で
2
回
以
上
他
市
町
村
へ
転
出
を

繰
り
返
し
た
人
は
、
今
回
の
選
挙

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
投
票
日
に
阿
見
町
の
投
票
所
で

投
票

『
投
票
所
入
場
券
』
と
『
居
住
証

明
書
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
時
間
・
場
所
等
は
町
内
居
住
者

と
同
様
で
す
）

●
阿
見
町
で
期
日
前
投
票

『
投
票
所
入
場
券
』
と
『
居
住
証

明
書
』
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
期
間
・
時
間
・
場
所
等
は
町
内

居
住
者
と
同
様
で
す
）

●
現
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
不
在
者
投
票

『
居
住
証
明
書
』
を
添
え
て
、
阿

見
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投

票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
、

現
住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
す
る
場
所
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
投
票
用
紙
の
請
求
や
投
票
後
の

手
続
き
に
、
郵
送
の
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
請

求
・
投
票
し
て
く
だ
さ
い

みんなで行こう　明るいせんきょ

●問い合わせ：町選挙管理
委員会（役場 2 階総務課
内）☎ 888ー1111（214・
216）

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
等
が
あ
る
人

の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制
度

で
す
。
こ
の
投
票
は
事
前
に
『
郵

便
投
票
証
明
書
』
の
申
請
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
投
票
日
の
4
日
前

ま
で
に
投
票
用
紙
等
の
交
付
を
請

求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
期

日
の
制
限
も
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
お
早
め
に
阿

見
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

身
体
の
故
障
や
字
を
知
ら
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
投
票
用
紙
に
自

書
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
の
係

員
が
代
筆
し
ま
す
。
代
筆
を
希
望

す
る
人
は
、
当
日
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
目
の
不
自

由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
点
字
器
は
投
票

所
で
用
意
し
ま
す
の
で
、
当
日
係

員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

来
る
12
月
12
日（
日
）は
、
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
皆
さ

ん
の
大
切
な
一
票
、
棄
権
し
な
い
で
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

※
投
・
開
票
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
速
報
し
ま
す

●
告
示
日
：
12
月
3
日
（
金
）

●
投
票
日
：
12
月
12
日
（
日
）

●
投
票
時
間
：
午
前
7
時
〜
午

後
8
時

●
投
票
場
所
：
町
内
17
投
票
所

（
入
場
券
に
記
載
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中
）



マラソンたいかい

▶日時	 12 月 5 日（日）（荒天時中止。午前 7時に態度決
定）▼受付：午前8時30分〜9時▼開会式：9時 10分
▶場所	 総合運動公園陸上競技場（スタート・ゴール）
▶種目・競技順序　▼午前 10時スタート：①小学生男子
低学年 2km　②小学生女子低学年 2km　▼午前 10
時 25 分スタート：③小学生男子高学年 3km　④小
学生女子高学年 3km　▼午前 10時 50 分スタート：
⑤中学生男子 5km　▼午前 10時 55 分スタート：⑥
中学生女子 3km　▼午前 11時スタート：⑦一般男子
5km　⑧一般女子5km　▼午前 11時 5分スタート：
⑨一般男子10km
▶参加資格	 ▼一般の部：町内または町に隣接する市町
村に在住・在勤・在学の人▼小・中学生の部：町内在住・
在学の人　※保護者の承認が必要
▶参加料	 無料

▶表彰	 各種目ごとに表彰▼ 1位〜 3位：メダル・賞状
▼ 4位〜 6位：賞状（参加人数が少ない場合記録証）
▼ 7位〜 10 位：記録証（参加人数が少ない場合表彰
なし）▼特別賞として最高齢者賞・努力賞（該当なしの
場合あり）に賞状
▶申込期間	 10 月 28 日（木）〜 11 月 24 日（水）（以降の
申し込みは受け付けない）
▶申込時間	 午前 9時〜午後 5時
▶申込方法	 役場 3階生涯学習課、中央・君原・かすみ公
民館、本郷・舟島ふれあいセンター、うずら出張所備
え付けの申込用紙で直接申し込む。なお、小中学生の
申し込みについては、学校取りまとめの上提出してく
ださい。　※必ず押印すること
▶駐車場	 駐車場の規制について申込用紙に記載します
のでご確認ください

第33回阿見町マラソン大会

県道土浦・江戸崎線

※イメージ図、実際の縮尺
　とは異なります
	（詳細図は申込書参照）

交通規制区間
午前9時30分～正午

5km
10km（2周）

第 33回阿見町マラソン大会コース図および大会に伴う交通規制

申込・問い合わせ　生涯学習課社会体育係☎ 888−1111（328・329）17



○
ゲ
ウ
チ
ャ
イ

【
☎
8
3
3
ー
6
7
9
9
】

○
宮
武
讃
岐
製
麺
所

【
☎
8
3
3
ー
6
6
1
0
】

※
営
業
時
間
等
は
、
各
店
舗
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
細
を
記
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
商
工
観
光
課
、
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
内
の
あ
み
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
町
商
工
会
等
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
ビ
タ
ミ
ン

B
や
カ
リ
ウ
ム
、食
物
繊
維
な
ど
、

栄
養
豊
富
な
旬
の
『
れ
ん
こ
ん
』

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

○
割
烹　

み
と
や（
青
宿
6
6
6
）

【
☎
8
8
7
ー
0
0
1
0
】

○
カ
フ
ェ
ド　

キ
ッ
チ
ン　

カ
ル

ケ
ッ
ト
（
中
央
3
ー
3
ー
10
）

【
☎
8
8
7
ー
4
7
0
8
】

○
と
ん
か
つ　

つ
か
も
と
（
阿
見

4
6
6
6
ー
3
1
2
6
）

【
☎
8
8
8
ー
1
3
4
3
】

●
あ
み
プ
レ
ミ
ア
ム
･
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
内
（
吉
原
2
7
0
0
）

○
金
金
醤【

☎
8
7
5
ー
6
7
2
5
】

○
エ
ノ
テ
カ　

ド
ォ
ー
ロ　

プ
レ

ミ
オ

【
☎
8
7
5
ー
6
6
6
6
】

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
食
欲

が
増
し
て
く
る
今
日
こ
の
ご
ろ
、

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
？

さ
て
、
阿
見
町
を
含
む
霞
ヶ
浦

流
域
は
、
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
産

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

今
月
号
で
は
、
県
内
外
へ
の
『
れ

ん
こ
ん
』
の
P
R
と
、
さ
ら
な
る

消
費
拡
大
を
目
的
に
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
『
れ
ん
こ
ん
料
理

フ
ェ
ア
』
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
！

■
れ
ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア

霞
ヶ
浦
流
域
の
市
町
村
や
J
A

等
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
主

催
で
、『
日
本
一
の
れ
ん
こ
ん
料

理
フ
ェ
ア
』
が
今
年
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

11
月
1
日
（
月
）
～
30
日
（
火
）

ま
で
の
1
か
月
間
、
霞
ヶ
浦
流
域

の
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
な
ど
40
を
超

え
る
店
舗
が
参
加
し
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
『
れ
ん
こ
ん
料
理
』
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
、
旬
の
味
を
提
供

し
ま
す
。

町
か
ら
は
、
過
去
最
多
と
な
る

次
の
9
店
舗
が
参
加
し
ま
す
。

■
参
加
9
店
舗
（
順
不
同
）

○
そ
ば
処　

し
の
ぶ
あ
ん
（
鈴
木

5
ー
4
）

【
☎
8
8
8
ー
1
0
1
8
】

○
木
鉢
坊
（
若
栗
3
3
5
3
ー
11
）

【
☎
8
8
7
ー
8
6
3
1
】

あみまちきこう

問い合わせ　商工観光課観光物産係　☎888ー1111（172） 18



かんきょうをたいせつに

環境課☎ 888ー1111（142）　霞クリーンセンター☎ 889ー0091

霞クリーンセンターへ直接搬入するときの

ごみ処理手数料を改正します

平成 23年 4月 1日から、ごみを霞クリーンセンターへ直接搬入するときのごみ処理手数料が次のように改
正になります。

●家庭系一般廃棄物　一般町民家庭から出されるごみです。霞クリーンセンターに
直接搬入する場合は、町民である証明書（運転免許証など）を提示してください
※町指定ごみ袋に入れてごみ集積所に出した場合のごみ収集車によるルート回収や
直接搬入でも、50kg 以下の場合は、今までどおり無料です
※粗大ごみの申込収集方法は、今までどおりです。霞クリーンセンターに申し込み
後、必要枚数の粗大ごみステッカーを購入、張り付けし、敷地内の指定した場所
に出してください。毎週木曜日（祝日、年末年始を除く）に収集へうかがいます

●事業系一般廃棄物　町内にある事業所から出される家庭系とほぼ同質のごみで
す。町の許可を受けた収集運搬業者が霞クリーンセンターに直接搬入するものです

改正の内容

項　　目
ごみ処理手数料

改正前 改正後

家庭系一般廃棄物
（粗大ごみを含む）

50kg以下 無　料 無　料

50kg を超える分 10kg あたり 100円 10kg あたり 150円

事業系一般廃棄物 10kg あたり 150円 10kg あたり 230円

❶霞クリーンセンター（中間処理施設）やさくらクリーンセンター（最終処分場）のごみ処理に要する経費に見
合う処理手数料の額にするため

❷今まで町のごみ処理手数料は近隣市町村より安価であったので、その格差解消を図るため

改正の理由

平成 23年 4月 1日（金）から

実施時期

■ごみの減量化につとめましょう！
私たちの生活は、いろいろな資源の利用によって成り立っていますが、省資源・省エネルギー・リサイクル
などを図り、限りある資源を大切にしてごみの減量化につとめましょう。

19　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

■「小野川探検隊」参加者募集
小野川探検隊（阿見町ほか近隣市町村共催）では、自然・歴史・文化に触れる楽しい探検隊の参加者を募集します。

▶期日	 11 月 13日（土）
▶時間	 午前９時～正午
▶集合場所	 阿見町役場
▶対象	 小学校４年生以上（親同伴も可）
▶内容	 むかしばなしの神社、小野川（牛久市中根下）
で貝化石採集、魚採り体験

▶持参品	 飲み物、ぬれてもいい靴、タオルなど
▶参加費	 １人 100 円
▶申込方法	 電話で下記へ申し込む
▶申込期限	 11 月 8日（月）
▶その他	 応募者多数の場合は抽選となります。
▶問い合わせ	 環境課☎ 888ー1111（143）



■

阿
見
小
学
校
創
立
1
0
0
周
年

記
念
集
会
・
記
念
運
動
会

阿
見
小
学
校
が
今
年
で
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
5
月
に
は
15
代
校
長
山
田
氏
か
ら
同
校
の
歴
史
を
学
び
、
6
月
30

日
に
は
創
立
百
周
年
記
念
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
集
会
で
は
、

全
員
が
描
い
た
「
百
年
後
の

阿
見
小
」
の
絵
が
掲
示
さ
れ
、

児
童
た
ち
は
創
立
功
労
者
の

湯
原
一
氏
や
イ
チ
ョ
ウ
の
木

な
ど
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

百
編
の
詩
に
表
し
、
全
員
で

朗
読
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金

管
バ
ン
ド
部
の
演
奏
や
6
年

生
に
よ
る
合
唱
（
写
真
）
も
行

わ
れ
、
児
童
た
ち
の
心
に
残

る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
に
は
百
周
年
記
念
運

動
会
が
開
催
さ
れ
、
保
護
者

や
地
域
の
人
た
ち
も
と
も
に

創
立
百
周
年
を
喜
び
ま
し
た
。

6 月 30日

■

阿
見
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

剣
道
、
全
国
大
会
で
活
躍

全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
が
岡
山
県
で
、
同
剣
道
大
会
が

島
根
県
で
行
わ
れ
、
阿
見
中
学
校

の
生
徒
が
活
躍
し
ま
し
た
。
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
は
男
子
団
体（
小
林
陽

平
さ
ん・
稲
光
勇
太
さ
ん・
山
田
隼

也
さ
ん・
實
藤
隼
佑
さ
ん・
木
村
亮

介
さ
ん・
松
本
多
聞
さ
ん
・
山
下
大

輔
さ
ん
）が
第
3
位
、
シ
ン
グ
ル
ス

で
稲
光
勇
太
さ
ん
が
第
3
位
、
剣

道
で
は
山
下
拓
真
さ
ん
が
第
3
位

と
、
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

広報あみ 11 月号　20

まちのできごと

ま
ち
の

で
き
ご
と

9 月 17日

■

水
戸
信
用
金
庫
か
ら

車
い
す
寄
贈

水
戸
信
用
金
庫
か
ら
町
へ
、
2

台
の
車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
車
い
す
は
お
体
の
不
自

由
な
人
が
自
由
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
町
関
係
施
設
に
置
き
、
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
信
用
金
庫
の
ご
厚
意
に
感
謝

し
ま
す
。

9 月 13日

■

上
長『
う
ら
谷
津
』の
も
ち

敬
老
会
で
振
る
舞
う

上
長
地
区
で
開
催
さ
れ
た
敬
老

会
で
、
茨
城
大
学
の
学
生
を
中
心

と
し
た
団
体
『
う
ら
谷
津
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
も
ち
を
つ
き
、

参
加
者
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。
使

わ
れ
た
米
は
上
長
地
内
の
耕
作
放

棄
地
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
で
、
栽

培
に
は
実
穀
小
学
校
や
県
立
聾ろ

う

学

校
の
児
童
・
生
徒
も
参
加
し
た
そ

う
で
す
。
も
ち
つ
き
の
最
後
に
は

地
区
最
高
齢
の
大
久
保
正
義
さ
ん

も
き
ね
を
振
り
ま
し
た
（
写
真
）。9 月 12日
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あなたの家は大丈夫？

■『わが家の耐震診断』
町では、木造住宅の耐震性の向上
を図り、地震に強い安全なまちづく
りを目指すため、平成 18年度から
『町木造住宅耐震診断士派遣事業』
を実施しています。

▶対象	 昭和 56年 5月以前に建て
られた木造住宅（2階建て以下の
在来工法等）の所有者
▶診断棟数	 10 棟（定数で締切）
▶個人負担	 1 棟あたり 2,000 円
▶診断方法	 診断士と訪問日を決定
し、決められた日に家の中と外回
りを調査します（土・日曜日も可）
▶申込期間	 11 月 30日（火）まで
▶申込方法	 建設課、うずら出張所、
各公民館・ふれあいセンターに備
え付けの申込用紙に記入して、直
接下記へ申し込む
▶その他	 耐震診断後に電話等で耐
震改修に関する事後調査を行うこ
とがあります
▶問い合わせ	 建 設 課 ☎ 888 ー
1111（251・252）

〈広告欄〉

■土浦・阿見都市計画に関
する公聴会の開催
都市の将来像を示す都市計画区域
マスタープランの作成にあたり、住
民の皆さまからご意見をいただくた
め、公聴会を下記の通り開催します。
なお、公述申出者がいない場合、公
聴会は開催しません。
▶日時	 12月1日（水）午後3時から
▶場所	 県土浦土木事務所 2 階大
会議室（土浦市中高津）
▶申出方法	 本マスタープラン原案
に対して意見を述べることを希望
される人は、公述申出期間内に公

述申出書を提出してください
▶申出期間	 11 月 15 日（月）～ 24
日（水）必着
▶提出先	 〒 310－8555 水戸市笠
原町 978-6 茨城県知事橋本昌（土
木部都市局都市計画課扱い）あて
▶原案閲覧場所	 ▼県土木部都市局
都市計画課▼町都市計画課計画係
▶その他	 公述申出者が多数の場
合、意見内容を考慮のうえ代表者
を選考させていただきます
▶問い合わせ	 ▼県土木部都市局都
市計画課☎ 029ー301ー4592 ▼
町都市計画課計画係☎ 888ー
1111（244）

お知らせ

	役場
☎ 888ー1111（代表）

Informa
tion

■県議会議員選挙『臨時職員』・『投票立会人』募集
●臨時職員『県議会議員一般選挙期日前投票事務』
▶募集人数	 1 人
▶応募資格	 健康で通勤可能な人
▶勤務期間	 12 月 6 日（月）～ 10 日（金）の 5日間。午前 8時 30 分～午後 5
時 15分（7時間 45分勤務／昼1時間休憩）

▶勤務場所	 役場
▶時給	 750 円（交通費別途支給）
▶応募方法	 11 月 12 日（金）までに（必着）、履歴書（6か月以内撮影の写真
ちょう付）を下記に提出する。郵送可
▶選考方法	 書類（一次審査）・面接（日程は応募締切後に連絡）
●県議会議員一般選挙『投票立会人』募集
町では、12月 12日（日）に執行される県議会議員一般選挙の『投票立会人』（投

票所において選挙の投票が公正に行われているか立ち会う人）を募集します。
▶対象	 町の選挙人名簿に登録されている人
▶申込方法	 11月12日（金）までに直接下記へ申し込む（定員を超えた場合抽選）
区　分 期日前投票立会人 投票立会人

期　間 12 月 4日（土）～ 11日（土）
の間の、希望する日 12月 12日（日）

時　間 午前 8時 30分～午後 8時 午前 7時～午後 8時
報酬（日額） 9,500 円 10,700 円
場　所 役場 1階ロビー ご自分が投票される投票所
募集人数 16 人（各日 2人） 34人（各投票所 2人）

※いずれも、選挙が無投票になった場合は無効となりますのでご了承ください
●問い合わせ	 〒 300－0392 阿見町中央 1ー1ー1 阿見町役場総務課☎ 888ー
1111（216）



広報あみ 11 月号　22

おしらせ

▶募集人数	 20 人
▶参加料	 500 円
▶内容	 ❶パソコンって何❷パソコ
ンで何ができるの❸何をそろえれ
ばいいの（周辺機器など）❹どこ
で買えるの❺どのくらいするの
（購入費用など）
●パソコン学習会
▶期日	 ❶第 1・3水曜日（問題解決
コースおよび初心者コース）❷
第 2・4水曜日（テーマ設定コース
および初心者コース）❸毎週木曜
日夜
▶時間	 ❶❷午前 10時～正午❸午
後 7時～ 9時
▶講師	 成田清和氏
▶募集人数	 ❶❷各 20 人❸ 10 人
※定員で締切
▶参加料	 各回 500 円（資料代）
▶持参品	 ノートパソコンをお持ち
の人はご持参ください

●パソコンなんでも相談室
▶期日	 11 月 13日（土）
▶時間	 午後1時30分〜3時
▶内容	 購入からネット接続・パソ
コン利用法・トラブル解決法など
▶講師	 いばらき IT 普及協議会
▶募集人数	 10 人
▶参加料	 500 円
●『阿見おもちゃの病院』開院
子どものおもちゃを無料（交換部

品代のみ実費負担）で修理します。
▶期日	 11 月 14日（日）
▶時間	 午後 1時〜 3時
▶講師	 金子隆氏
●申込方法	 電話または直接下記に
申し込む

※場所はすべて町民活動センター
※特に記載がないものは参加無料
●問い合わせ	 町民活動センター☎
888ー2051（月曜日を除く午前
10時〜午後 9時）

■毎月第 3日曜日は家庭の
日です
子どもたちが健やかに育つために
は、明るく円満な家庭が必要です。
県でも、毎月第 3日曜日は『家庭の
日』として定めています。
家庭の日とは、家族みんなが顔を
そろえ、子どもたちの健やかな成長
を願う日のことです。家族みんなで
楽しめる、長く続けられることをみ
んなで考え実行しましょう。
❶家族みんなで話し合う
❷家族みんなで楽しみ合う
❸家族みんなで協力し合う
▶問い合わせ	 児童福祉課☎ 888ー
1111（167）

■町民活動センターから
●こども工作教室
▶テーマ	 絵の具で絵本の 1 ペー
ジをつくろう
▶期日	 11 月 20日（土）
▶時間	 午前 10時～正午
▶講師	 和田泰子氏
▶参加料	 1,000 円
▶持参品	 手ふき・水筒
●フラワーアレンジメント講座
▶テーマ	 ブライダルブーケ
▶期日	 11 月 9日（火）
▶時間	 午前 10時 30分〜正午
▶講師	 小林よし子氏
▶募集人数	 20 人（定員で締切）
▶参加料	 3,500 円（花器等含む）
▶持参品	 はさみ・2 リットルの空
ペットボトル

●これから始めるパソコン『超入門
失敗しないパソコンの買い方講座』
▶期日	 11 月 23 日（火）
▶時間	 午前 10時～正午
▶講師	 成田清和氏

〈広告欄〉

■（社）阿見町シルバー人材
センターから

●入会説明会開催　当センターの趣
旨に賛同し、健康で働く意欲のあ
る町内在住の 60歳以上の人が対
象（入会承認制）
▶日時	 11 月 16 日（火）（毎月第 3
火曜日開催）午前 10時から
▶場所	 （社）阿見町シルバー人材セ
ンター（総合保健福祉会館『さわ
やかセンター』別館）

●『マイホームのミニ営繕』引き受け
ます　マイホームの床・壁の補修、
軽易な大工仕事、ふすま・障子・網
戸張り替え、清掃・雑役、庭木せん
定、草刈り・草取りなどを行います。

●問い合わせ	 （社）阿見町シルバー
人材センター☎ 888ー2036

■一般向けバイオテクノロ
ジー実験講座（無料）
茨城大学遺伝子実験施設および
NPO法人くらしとバイオプラザ21
では、一般の人たちを対象に標記講
座を開催します。
▶期日	 12 月 4日（土）・5日（日）
▶時間	 午後 1時～ 5時
▶場所	 茨城大学阿見キャンパス内
遺伝子実験施設
▶内容	 遺伝子組換えで光る大腸菌
を作って観察、納豆菌からDNA
を取り出すなどの実験、研究施設
見学（変更する場合あり）
▶募集人数	 16 人（定員で締切）
▶申込期間	 11 月 26日（金）まで
▶申込方法	 電話、ファクシミリま
たは Eメールで下記へ申し込む
▶問い合わせ	 茨城大学遺伝子実験
施設☎ 888ー8743ＦＡＸ 888ー9175
▼ Eメール：grc@mx.ibaraki.ac.jp

常陽銀行阿見支店

水戸信用金庫阿見支店

筑波銀行荒川本郷支店

筑波銀行阿見支店

茨城県信用組合阿見支店

常陽銀行荒川沖東支店
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見すごすな　幼い子どもの　SOS

■ 11 月は児童虐待防止推
進月間です
虐待を受けたと思われる子どもを
見つけたときや、自身が出産や子育
てに悩んだ時には、児童相談所や市
町村の窓口に連絡してください。
▶問い合わせ	 ▼児童相談所全国共
通ダイヤル☎0570ー064ー000▼
町児童福祉課☎888ー1111（167）

■戦後強制抑留者の皆さまへ
シベリア戦後強制抑留者に対する
特別給付金の請求受付が、10月 25
日からの開始です。
▶対象	 戦後強制抑留者で、平成
22 年 6 月 16 日に日本国籍を有
する、ご存命の人
▶請求受付期間	 平成24年3月31
日まで
▶その他	 当基金から請求書類をお
送りします。まだお手元に届いて
いない人は、当基金にお電話くだ
さい
▶問い合わせ	 独立行政法人平和祈
念事業特別基金事業部特別給付金
担当☎ 0570ー059ー204（ナビダ
イヤル）▼ IP 電話・PHS からは
03ー5860ー2748　※土・日・祝
日を除く午前 9時～午後 6時

〈広告欄〉

「消したかな」　あなたを守る　合言葉

■町消防本部・消防団から
● 11 月 9 日（火）～ 15 日（月）は火
災予防週間
▶ 3 つの習慣	 ❶寝たばこは絶対に
やめる❷ストーブは燃えやすいも
のから離れた位置で使用する❸ガ
スこんろなどのそばを離れるとき
は必ず火を消す
▶ 4 つの対策	 ❶逃げ遅れを防ぐ
ために、住宅用火災警報器を設置
する❷寝具・衣類・カーテンからの
火災を防ぐために、防災品を使用
する❸火災を小さいうちに消す
ために、住宅用消火器を設置する
❹お年寄りや身体の不自由な人
を守るために隣近所の協力体制
をつくる
▶火災件数	 平成21年1月から12
月までの火災件数は17件でした

●サイレンを鳴らします
消防団では、秋季全国火災予防運
動に伴い、車庫または消防車のサイ
レンを鳴らしますので、火災とは間
違わないようお願いいたします。
▶日時	 11月9日（火）午前7時30分
▶サイレン	 演習信号（15 秒鳴ら
す・6秒休む・15 秒鳴らす）

●問い合わせ	 ▼ 消 防 署 ☎ 888ー
0119▼火災予防案内☎887ー2600

阿見棋友会から

■錦秋将棋大会参加者募集
▶期日	 11 月 14日（日）
▶時間	 ▼受付：午前 9時から▼対
局：10 時から▼解散：午後 5時

▶場所	 中央公民館 2階和室
▶参加料	 ▼一般：1,500円▼会員：
1,000円▼中学生以下：600円（食
事代含む）
▶問い合わせ	 阿見棋友会　野口☎
887ー6581

ハッピーチャンスクラブ（町結婚相談所）

■『フィーリングパーティー』
（クリスマスパーティー）
▶期日	 12 月 23日（木）
▶時間	 午後 1時～ 3時 30分
▶場所	 ベル・ザ・クラス（牛久市ひ
たち野西）
▶対象	 26歳～40歳の独身の男女
▶募集人数	 男女各 25 人　※応募
多数の場合、抽選。定員に満たな
い場合は継続募集
▶参加料	 ▼男性：3,500円▼女性：
2,000円（ハッピーチャンスクラブ
会員の人、または今回会員登録す
る人は500円割引）　※当日集金。
12月21日（火）からキャンセル料（全
額）が発生。軽食・飲み物付き
▶申込期間	 11 月 22 日（月）からお
よそ 2週間（参加の抽選結果およ
びパーティー詳細は後日郵送）
▶申込方法	 申込書に必要事項を記
入の上、身分証明書のコピーを添
えて下記へ申し込む。郵送・ファ
クシミリ・Eメール可　※申込書
は町社会福祉協議会ホームページ
（http://www.amishakyo.or.jp/）
または、いばらき出会いサポート
センターホームページ（http://
www.ibccnet.com/kyosai/
index.html）に掲載
▶問い合わせ	 〒 300－0331 阿見
町阿見 4671ー1 社会福祉協議会
地域福祉係　酒井・稲葉☎ 887ー
0084ＦＡＸ 887ー9934 ▼ E メール：
fureai@amishakyo.or.jp/

■県広報広聴課から
●映画『桜田門外の変』好評公開中！
● 11 月 13日は『県民の日』です
▶問い合わせ	 県 広 報 広 聴 課 ☎
029ー301ー2140

お知らせ

	役場
☎ 888ー1111（代表）

Informa
tion
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●第 2回所蔵資料展「戦後の予科練」開催中
戦後の予科練生たちの同期会資料や元土浦海軍航空
隊の中に建っている予科
練記念館「雄翔館」や慰霊
の庭園「雄翔園」に関する
資料、そして戦後予科練
生が描いた油絵や、亡く
なるまで作り続けていた
模型を展示しています。

●ご利用ガイド
休館日	 毎週月曜日（祝日の場合は翌日休館）
開館時間	 午前 9 時～午後 5 時（入館は午後 4 時

30分まで）
観覧料	 大人 500 円（400 円）、小中高生 300 円

（240 円）※（　）内は 20人以上
※町内在住の小中学生や障害者手帳をお持ちの人な
どは、観覧料が無料になります
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● 11 月 23 日（火）・24 日（水）は館内保守作業のため、
臨時休館となります。

●「演劇公演」・「映画会」が行われました
10 月 3 日かすみ公民館で、県立竹園高校演劇部に
よる劇『白雲ととどまりて』の公演がありました。当
館を舞台に、戦争とは、平和とは何かを問いかける
内容で、生徒さんたちは実際に当館を見学したり、
元予科練生のお話しを聞いたりして役作りをしてき
たものです。公演後は、
ご覧いただいたたくさ
んのお客さまから大き
な拍手があがりました。
演劇のあとは、昭和 18
年に公開された映画『決
戦の大空へ』を上映しました。67年前の少年たちの
心をとらえ、予科練にあこがれるきっかけとなった
映画を熱心にご覧いただきました。

11月23日（火）・24日（水）は臨時休館となります 

●問い合わせ　予科練平和記念館　☎891-3344
ホームページ　http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

●人口と世帯●
●総人口　47,714 人 （－ 65）
●男　性　23,620 人 （－ 36）
●女　性　24,094 人 （－ 29）
●世帯数　18,214 世帯（－ 9）

▽ 10月 1日現在▽常住人口ベース▽（　）内は前月比▽総務課調べ

11 月の納税等
国民健康保険税（6期）
後期高齢者医療保険料（5期）
納期限 11月 30日（火）

12月の納税等
固定資産税（3期）
国民健康保険税（7期）
後期高齢者医療保険料（6期）
介護保険料（5期）
納期限 12月 27日（月）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

人権相談／行政相談　日時：11月4日（木）12月2日（木）
午前10時〜午後3時／場所：役場3階305会議室

問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）
子育て相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜午後 4時／
場所：中郷保育所内／訪問相談随時受付

問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談　日時：火〜金曜日午前 9時〜午後 3時／
場所：図書館となり

問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談　日時：水曜日午後1時〜4時／弁護士
相談：月1回午後1時〜3時30分［毎週水曜日の心配
ごと相談にて要予約］／場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
結婚相談　日時：第 2・第 4土曜日午後 1時〜 4時／
場所：総合保健福祉会館相談室

問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談　日時：月〜金曜日午前 8時 30 分
〜午後 5時 30分／場所：町社会福祉協議会内

問い合わせ	 町地域包括支援センター☎ 887ー8124
消費者相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午後
1時〜 4時／場所：役場 1階町消費生活センタ−

問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談　日時：月〜金曜日午前 9時〜正午・午
後 1時〜 4時 45 分／弁護士相談：水曜日午後 1時〜
4時［要予約］／場所：県土浦合同庁舎

問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

●定例相談●

交通事故発生状況　9月（前月比）
消防本部調べ	 軽　　傷	　10人（－ 3)
出場件数　12件（－ 3）	 中　　傷	　 2人（± 0)
	 重　　傷	　 0人（± 0)
	 死　　亡	　 0人（± 0)
	 合　　計　12人（－ 3)
※�救急車の適正な利用を
お願いします
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